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研究成果の概要（和文）：近年の日本人児童の口腔内における形態的および機能的な基準値を経

年資料をもとに調査すべく、平成 23 年度に川崎市の幼稚園児 44 名、平成 24 年度に松戸市の

小学校児童（小学校１年生および２年生）280 名の顎口腔機能調査（歯列模型、顔面規格写真、

咀嚼運動様相、口唇閉鎖力、舌挙上圧、最大咬合力）を実施した。今後、6 年間にわたり、小

学校児童の経年資料を採得していく予定である。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to study on the basis of the aging article reference value 

 functional and morphological in the oral cavity of Japanese children in recent years,  

in fiscal 2011 44 kindergarteners Kawasaki, in fiscal year 2012 280 elementary school  

children in Matsudo was carried out (dental cast, standard photo face, chewing aspect,  

lip closure force, tongue elevation pressure, the maximum bite force) jaw oral function  

study. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
交付決定額 3,200,000 960,000 4,160,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・矯正・小児系歯学 
キーワード：咀嚼機能 経年資料 疫学調査 
 
１．研究開始当初の背景 

近年の日本人児童は歯科領域において、軟食

化の影響により、咀嚼能力の低下が指摘され

ている。これは、市販されている食材または

家庭内で調理されている食事の軟食化など、

日本人の食生活の変化が原因と指摘されて

いる。 
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２．研究の目的 

近年日本人児童の成長発育期における咀嚼

機能および咀嚼運動の基準値は発表されて

おらず、経年資料による疫学調査では、各調

査における母集団の平均値を基準とした報

告が散見される。そこで、成長発育期児童の

形態的および機能的な経年資料を採得し、日

本人児童の基準値を調査することを目的と

する。 

 
３．研究の方法 

成長発育期児童を対象に顎口腔経年資料を

採得する。小学校での資料採得前に川崎市の

幼稚園児においても資料採得が可能となっ

たため、研究１として川崎市の幼稚園児４４

名を対象に行い、研究２として松戸市の小学

校児童を対象に行った。採得する資料として、

口 腔 内 印 象 採 得 に よ る 歯 列 模 型 計 測

（Fig.1,2）、光学式モーションキャプチャー

を応用した簡易型顎運動測定器による咀嚼

運動様相（Fig.3）、口唇閉鎖力（Fig.4）、最

大咬合力（Fig.5）および食習慣に関するアン

ケート（Fig.6）をおこなった。 
 
 
 

 
 
 
 



４．研究成果 

（１）平成 23 年度に川崎市の幼稚園児 44 名

を対象に顎口腔機能調査（歯列模型、顔面規

格写真、咀嚼運動様相、口唇閉鎖力、最大咬

合力、食品摂取アンケート調査）を実施した。 

それらより、児童の食習慣を調査するため、

咀嚼性の異なる数種類の食品を対象に食品

摂取アンケートをおこない、園児の咀嚼難

易度をスコア化した咀嚼難易度スコアを算

出した。（Fig.7）また、咀嚼運動の評価か

らグラインディング咀嚼ができているもの

とそうでないものの二群に分け、各項目で

比較をおこない幼稚園児の食生活と咀嚼機

能の関係について調査した（Fig.8 ）。その

結果、グラインディングタイプ咀嚼をして

いる、すなわちしっかり噛めているグルー

プは硬く歯ごたえのある食品を好き嫌いな

く食していることが分かった。 

 
 
 
 
 
 

 

 
（２）平成 24 年度に松戸市の小学校児童（小

学校１年生および２年生）280 名の顎口腔機

能調査（歯列模型、顔面規格写真、咀嚼運動

様相、口唇閉鎖力、舌挙上圧、最大咬合力）

を実施した。今後、6 年間にわたり、小学校

児童の経年資料を採得していく予定である。 
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